
平成 29 年度 横浜市世界を目指す若者応援事業

（個人留学による帰国報告） 

 
●氏名 

ＲＳさん 

 

●留学先 

  国/都市：米国/コロラド州 

  外国の高校：Legend high school 

 

●留学期間 

  平成 29 年 7 月 19 日～平成 30 年 6 月 8 日 

 
●留学先での活動、留学で学んだこと 

この一年は、多様性を学び、意見を受け入れあう重要さを知り、私の人生の中で最も成長す 

ることが出来ました。もちろん楽しいことだけではありませんでした。ホストファミリーと意

思が疎通できず、苦しくて夜にひとりで泣いていたときもありました。でも、きちんと話し合

い、自分の思いを話し、お互いが分かり合えた時は、本当にうれしかったし、自分の気持ちを

誰かに話すことの大切さを知りました。また、友達との関係がうまくいかなかったときもあり

ました。そんなときも話し合し合って、仲直りをしました。日本にいたら、誰かと意思が疎通

することは簡単だし、けんかをすることも、そんなに起こることではないと思います。しかし、

文化はもちろん、考え方や態度などは、日本人とアメリカ人とでは全く違います。だからこそ、

意思疎通ができたときは、心の底から嬉しいし、生きている楽しさを感じます。もし、日本で

高校 1 年を過ごしていたのなら、こんなに素晴らしいことには気づかなかったし、感じられ

なかったと思います。そして、日本の私の学校では、経験できない、チアリーディングをこの

一年間チャレンジすることもできました。チアをやったことによって、私が今まで持ったこと

のない友達にも出会うことが出来ました。ちなみに、その子とは親友になり、私が日本に帰国

してからも、毎日やり取りをしています。また、横浜という素晴らしい町を一人でも多くの人

に知ってもらうため、学校の先生にお願いをして、English のクラスで日本の文化について、

私の日常生活、そして横浜という町についてのプレゼンテーションをしました。プレゼンテー

ションの後に、たくさんの人が私に日本に興味をもってくれ、質問をしてくれました。そこで

仲良くなった友達に、着物の着付けをしてあげたら、本当にとても喜んでくれて、私まで幸せ

でした。自分から動いたことによって、何か新しいことが出来たという事は、自分にとって、

大きな自信になったし、これからもこの精神を忘れずにいようと思います。将来は、この経験

を活かして、人を笑顔に、幸せにできる、他人の心が分かる大人になります。この留学を成功

できたのは、家族、友達、そして横浜市世界を目指す若者事業様のお蔭です。ほんとうにあり

がとうございました。 


